
水道ビジョンアンケート集計　中間報告 5･6月分

回　　答 5･6月分 計

1.法定耐用年数を超えて使用することはあまりよくない 22 22

2.法定耐用年数を超えないよう、計画的に更新を行わなければならない 66 66

3.法定耐用年数を超えても、使用できるものは使用すればよい 34 34

4.特に何も思わない 1 1

計 123 123

質　　問

　水道部の所有する水道管のうち約３６％が既に法定耐用年数を超えており、今後その割合は急激に増加します。
耐用年数は法律で定められており、更新時期の目安とされています。災害に強い水道管路を維持するためには、法定耐用年数
を目安に更新していくことが重要です。
法定耐用年数を超えた管路を使用することについて、あなたはどのように思いますか。

Ｑ1.【更新需要の増加について】
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1.法定耐用年数を超えて使用することはあまりよくない

2.法定耐用年数を超えないよう、計画的に更新を行わなければならない

3.法定耐用年数を超えても、使用できるものは使用すればよい

4.特に何も思わない

Ｑ1.【更新需要の増加について】
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水道ビジョンアンケート集計　中間報告 5･6月分

回　　答 5･6月分 計

1.災害のリスクはあるが、資金が足りる範囲で更新を行えばよい 29 29

2.災害に強い水道管路のために、水道料金が高くなっても更新費用を確保した方がよい 63 63

3.避難所などの重要な管路だけ更新を行うのであれば水道料金が高くなってもよい 7 7

4.わからない 3 3

5.その他 16 16

計 102 102

質　　問

Ｑ2.【資金の確保について】

　水道事業は、水道料金収入で経営を行っています。今後、法定耐用年数で施設更新をする場合、工事費用は直近５か年の
年間平均額の約２．２倍の費用が必要となりますが、人口の減少に伴い、減収することが予想されています。
更新に必要な資金を十分に確保できないおそれがあることについて、あなたはどのように思いますか。
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1.災害のリスクはあるが、資金が足りる範囲で更新を行えばよい

2.災害に強い水道管路のために、水道料金が高くなっても更新費用を確保し

た方がよい

3.避難所などの重要な管路だけ更新を行うのであれば水道料金が高くなっても

よい

4.わからない

5.その他

Ｑ2.【資金の確保について】
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水道ビジョンアンケート集計　中間報告 5･6月分

回　　答 5･6月分 計

1.安全で良質な水道水を提供するための水質管理の強化 83 83

2.水道施設の長寿命化や効率的な更新 60 60

3.施設や管路の耐震化 40 40

4.災害時における危機管理体制の強化 46 46

5.積極的な情報発信やお客さまサービスの向上 15 15

6.経営の効率化と財政の健全化 47 47

7.省エネルギーを推進した環境への配慮 22 22

計 229 229

質　　問

　水道部では、『いつでも・どこでも・いつまでも』を基本理念に掲げ、将来にわたりお客様に安全で安心できると信頼される水道で
あり続けるため、安全・強靭・持続の観点で施策を掲げています。あなたの重視して欲しい施策はどれですか。（複数回答可）

Ｑ3.【施策の概要について】
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1.安全で良質な水道水を提供するための水質管理の強化

2.水道施設の長寿命化や効率的な更新

3.施設や管路の耐震化

4.災害時における危機管理体制の強化

5.積極的な情報発信やお客さまサービスの向上

6.経営の効率化と財政の健全化

7.省エネルギーを推進した環境への配慮

Ｑ3.【施策の概要について】
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